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 要 旨 

目的： 

年齢別と酒別を考慮して、マンモグラフィー濃度 (MD) とアルコール消費の関連を明らか

にすること。 

方法： 

The Danish Diet, Cancer and Health cohortに参加した女性のうち、マンモグラフィー検

査に参加した 5,356 名を対象とした。初回の検査結果を MD 型（高濃度型または脂肪型）

の評価に用い、アルコール消費はコホート登録時の調査に基づいた。アルコール消費につ

いては酒別、年代別に 1 週間当たりの飲酒頻度などが調査された。アルコール消費と MD

の関連は、ロジスティック回帰で推定し、オッズ比 (OR) と 95％信頼区間 (95%CI) を算

出した。 

結果： 

20-29 歳で週 7 杯より多く飲酒する者は、同年齢群の非飲酒者に対して、高濃度型 MD で

ある OR (95%CI) は 1.31 (1.00-1.72) であった。酒別では、20-29歳のうち週 3-7杯の蒸留

酒飲酒者は、非飲酒者に対して、高濃度型MDである ORは 1.74 (1.12-2.72) であり、週 7

杯より多く飲酒する者では、1.76 (0.73-4.23) であった。この傾向は、他の年齢群や酒別で

は認められなかった。 

結論： 

成人後の初期段階である 20-29 歳で、蒸留酒を大量飲酒する女性では、高濃度 MD である

ことが示唆された。 

 


